審議会情報シート

	審議会名
	京都市地域コミュニティ活性化推進審議会

	担当課
	文化市民局市民生活部地域づくり推進課

	審議会設置の目的
	地域コミュニティの活性化の推進に関する事項について，市長の諮問に応じ，調査し，及び審議するとともに，当該事項について市長に対し，意見を述べるため。

	任期中の会議の回数
	年間　２～３回，任期中　４～６回

	委員数
	全委員数１５名（男性９名，女性６名）

	女性の登用率の達成
	■達成（３５％以上）

□未達成（３５％未満）

	委員の公募
	■公募する　（　　２人）
□公募しない

（公募しない理由　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の役割
	地域コミュニティの活性化の推進に関する事項について，自身の経験を基に御意見をいただく。

	公募の条件
	具体的に

（市内在住，１８歳以上，平日の会議に出席できる）

■外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

■チラシを配布する

　配布先

　　■市役所　　■区役所・支所　　■市立図書館

　　■その他本市施設

（具体的に　市民活動総合センター，各文化会館等）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	■選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　２３年度：選考要領により選考評価項目を定め，選考委員が採点し，採点結果について，第三者の意見をいただく）

	応募方法
	■書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	■第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	■実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　■実施しない

	審議会の公開
	■公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	“京都を彩る建物や庭園”審査会

	担当課
	文化市民局 文化芸術都市推進室 文化芸術企画課

	審議会設置の目的
	“京都を彩る建物や庭園”の審査を行うため

	任期中の会議の回数
	年間１０回，任期中１５回

	委員数
	全委員数　８名（男性　５名，女性　３名）

	女性の登用率の達成
	■達成（３５％以上）

□未達成（３５％未満）

	委員の公募
	■公募する　（２人）
□公募しない

（公募しない理由　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の役割
	市民の目線での審査

	公募の条件
	具体的に

（京都市内に在住する２０歳以上の方，国籍は問わないが，日本語を理解できる方，開催予定の審査会に出席出来る方

）

■外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

■チラシを配布する

　配布先

　　■市役所　　■区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　■本市以外の施設等

（具体的に　景観まちづくりセンター等　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	■選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　選考要領に基づく）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　■書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	■第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	■実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　■実施しない

	審議会の公開
	□公開する　　　　　　■公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　■個人のプライバシーに関する情報

　■法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	京都会館の建物価値継承に係る検討委員会

	担当課
	文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課

	審議会設置の目的
	京都会館再整備基本計画に基づき実施する基本設計において，現在の岡崎地域の風致・景観の向上に寄与するとともに，既存の建物価値を継承することができるよう検討するため。

	任期中の会議の回数
	年間　　回，任期中　４回程度

	委員数
	全委員数　８名（男性　８名，女性　０名）

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

☑未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
☑公募しない

（公募しない理由：委員は建築意匠及びホール運営の分野における有識者から選考する必要があったため）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	☑公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	☑公表している　　　　　□公表していない

☑広報発表を行う

☑市民参加カレンダーに掲載する

☑審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	京都市上下水道料金制度審議委員会

	担当課
	上下水道局総務部総務課

	審議会設置の目的
	上下水道料金制度の在り方について，利用者及び専門家から幅広い意見を聴くため

	任期中の会議の回数
	任期中７，８回

	委員数
	全委員数　８名（男性　４名，女性　４名）

	女性の登用率の達成
	■達成（３５％以上）

□未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
■公募しない

（公募しない理由　上下水道事業について専門的な内容に踏み込む場合も考えられるため，上下水道事業に関心を持ってモニターに応募され，施設見学会等を通じて上下水道の仕組みを一定御理解いただいている方に委員を委嘱することを考えているため）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	■公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


資料８








